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研究成果の概要：芸大と過疎地域の連携を目指す研究メンバーと芸大生が、地域の小中高生用

の芸術系総合学習プログラムを作成するため、始原的な創造力を持つ「お窯」の制作やその実

際的な活用を含む「ものづくり」の実践を京都市右京区の黒田村で展開。この試行をもとに、

過疎地域の潜在的な価値を大学生と地元の子ども達が協働し、4 種の「お窯」を使って再発見

する「お窯プログラム」を開発。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 800,000 0 800,000 

２００６年度 800,000 0 800,000 

２００７年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

２００８年度 900,000 270,000 1,170,000 

  年度  

総 計 3,500,000 570,000 4,070,000 

 
 
研究分野：時限 

科研費の分科・細目：「総合的な学習」のカリキュラム開発 

キーワード：お窯プログラム、五感錬成、過疎地域と大学の連携、地域特性の再発見 

 
１．研究開始当初の背景 
  

この企画を始めるにあたって、問題となる
２つの背景があった。 
（１）先ず最初に、現在、全国の中間山村地
域で進行しつつある過疎化・高齢化を挙げな
ければならない。今回、本研究グループに試
行的な実践活動の場を提供してくれた京都
市右京区の黒田村は、平安時代より御用林を
保有する京都でも屈指の良材の産地だが、昭
和 50 年代より国内に多量に流入した安価な
輸入材に押され、主幹産業の林業が大きな打
撃を受けた。その結果、新たな働き口を求め

た村人とその家族の離村が相次ぎ、村の活力
低下が顕著になってきた典型的な過疎と高
齢化に悩む地域である。 

この村には、研究代表者の前任校、京都造
形芸大の学生研修所があったことから、放棄
された山林や田畑の荒廃や児童数の減少に
よる黒田小学校の廃校といった厳しい現状
を目の当たりにし、村の衰微を嘆く住民の声
を直に聴く機会を得ることになった。 
（２）次に挙げなければならないのは、芸大
生が卒業後も抱き続ける「ものづくり」への
強い欲求とその継続の難しさである。 
一般に芸大生は、卒業後も「ものづくり」



と関わっていたいと望む傾向がある。実際、
卒業後もアルバイトをしながら、市内の手狭
な下宿で、様々な作品や道具類に居住スペー
スを占拠されつつ、細々と「ものづくり」を
続けるものが少なくない。 
 そこで、黒田村のような過疎地域と芸大生
が結び付き、それぞれの現状が抱える問題を
相互扶助的に解消する方法を模索し始めた。
つまり、芸大生は、彼らが持つ「ものづくり」
の力によって過疎地域の再活性化に協力し、
逆に過疎地は芸大生に、「ものづくり」活動
に必要となる広い空間や、その環境が顕在
的・潜在的に持つ「ものづくり」の可能性を
供与するという体制作りである。このような
両者の状況が、本企画の背景となっている。 
 
２．研究の目的 
 
 過疎地域と芸大の相互扶助的な連携を継
続し、上記の問題点を改善していくためには、
その実践の指針となるプログラムの存在が
不可欠である。そこで、本企画は、以下の２
つの条件を満たす「ものづくり」プログラム
作成を目指した。 
（１）両者の連携が持続的かつ有効に機能す
るため、このプログラムに参加する芸大生と
過疎地域の人々、なかでも子ども達が、対象
地域の生活・伝統・自然における美質を発見
もしくは再発見し、その地域と永続的に関わ
ろうとする意思を育む内容を持つこと。 
（２）このプログラムの「ものづくり」が、
芸術分野における絵画・彫刻・建築といった
狭義の造形行為を指すのではなく、対象とな
る過疎地域の風土や人々の生活の知恵に深
く根差したものであること。 
 
３．研究の方法 
 
 上記の「ものづくり」プログラム作成のた
め、黒田村自治会を始め地元の人々の多大の
協力と教授を仰ぎながら、本企画の研究メン
バーとの学生達が中心となり、黒田村を主要
なフィールドに平成 17年から平成 20年まで
の 4年間で、以下の試行を実施した。 
 
【平成 17 年度】 

「ものづくり」の実践に先立ち、以下３つ
の企画を実施した。 
（１）「ものづくり」の基礎となる五感の錬
成講座。具体的には、研究協力者のオーディ
オ機器の専門家、寺村幸治と声楽家の高島依
子を招き、オーディオ機器による人工の音、
自然の音、人間の声を通じて、音と五感の関
連を探求する 2日間のワークショップを黒田
村で開催。 
（２）芸術とは何かを問う２つの講演の開催。
具体的には、ナポリの古文書研究家・美術家

であるジュゼッペ・ゼーヴォラ氏を講師とし
た描画の原初形態に関する講演、および現代
美術家、へルマン・ニーチェの芸術と聖贄の
思想を論じた美学者、ロベルト・テロージ氏
の講演。 
（３）研究分担者、椎原保の指導により、京
都造形芸大・成安造形大・大阪芸大の学生達
が、毎年 8 月 15 日に実施される黒田納涼祭
でのアート・パフォーマンスと黒田小学校の
旧校舎を利用した一連のアート・イベントを
含む「黒田アートプロジェクト」を開催。 
 
【平成 18 年度】 
地域環境に根差した「ものづくり」の可能性
がどのように開かれているのかを探るため、
学生達と共に、以下３つの企画を実施した。 
（１）黒田地区の自然環境の観察。具体的に
は、片波自然観察インストラクターの伊藤五
美と研究分担者の地質研究者、原田憲一を講
師として、黒田地区の片波川源流域の特異な
伏状台杉群とその周囲の動植物や地質の現
地観察を春季と秋季に実施。黒田の森の特性
を理解すると共に、先人が培った自然との共
生の知恵を体験できる機会とした。 
（２）黒田村の伝統的な遊びに関する調査。
具体的には、研究分担者の地域学研究者、中
路正恒、環境デザイン研究者、下村泰史、寺
村幸治の指導で、学生達が伝統的な遊びに関
する現地での聞き取り調査を 3度にわたり実
施。さらに、古老の指導による手作り漁具を
使った鮎取りや伝統的な鮴踏み漁に参加。 
（３）学生達と本研究メンバーが黒田村自治
会と協働しながら行った、以下３つの納涼祭
再活性化の取り組み。 
①祭り会場の入り口に架かる大アーチと櫓
の周囲を飾る灯篭の制作。 
②祭りのメインイベントである「松上げ」に
使用する縄付き松明作りへの参加。これは、
藁縄を編む貴重な生活技術の伝承の機会に
もなった。 
③祭り当日の創作料理店の出店、盆踊りや
「松上げ」参加による村人との交流。 
 
【平成 19 年度】 
 前年度と同様、「ものづくり」による納涼
祭への事前からの協力と参加をおこなった。 
これに加え、これまでの活動を振り返りな
がら、芸大と過疎地域の連携の中で、両者が
相互に何を提供し合えるのか、3 度にわたっ
て村人と討議を重ねた。その結果、４種の「お
窯」（パン焼き窯・炭焼き窯・登り窯・竃）
を制作し、地域再生に活用するプログラム、
「お窯プロジェクト」案が提起、採用された。 
お窯を用いる利点は、以下の 3 点である。 

（１）「お窯」は、始原的な創造力を持った
「火」を使う「ものづくり」の原点に位置す
る道具であり、かつてはこの地域でも「炭焼



き窯」や「竈」が用いられ、村人の日常生活
と深く結びついていた。 
（２）「お窯」は、自然に恵まれた過疎地域
の環境資源を循環的に利用し、その中で環境
を見つめ直す機会を与えてくれる極めてエ
コロジカルな道具である。 
（３）お窯の「火」は、「ものづくり」の力
に留まらず、周囲に人々を集わせ、結びつけ
る親和力を備えている。また、様々な身体感
覚を働かせる必要がある「火」加減の調整は、
またとない五感錬成の機会を提供する。 
 
【平成 20 年度】 
 「お窯プロジェクト」案の構築を目指して、
以下２つの企画を実施した。 
（１）京都造形芸大の陶芸研究室教授、吉川
充の指導により、黒田村にある大学の作陶用
施設を利用しおこなった 4回の陶芸講座。こ
こでは、参加した黒田村の老若男女、約 40
名が一連の作陶作業と講評会を体験し、自ら
制作した陶器で自らの生活をデザインする
可能性を模索した。 
（２）石窯制作家、竹下晃朗の指導により、
黒田村の人々と京都造形芸大の学生が協力
し、夏休み中にパン焼き窯を村の中央広場の
一隅に設置。さらに秋の野菜祭りで、黒田産
の米を製粉し、間伐材を薪に利用してこの窯
で黒田地産のパンを焼き、好評を博した。 
①自治会を中心に結束する村の男性陣の「マ
ンパワー」 
②彼らの高度な左官・大工技術が示す村人の
「ものづくりパワー」 
③地産の特製パンの開発と子ども達の食育
を目指し、村の女性陣が立ち上げたパン焼き
研究会に見られる「ウーマンパワー」 

以上３つの「村の底力」が大いに発揮され
ることになったこの企画は、参加・協力した
村の子ども達や学生達に、「生きる力」を学
ぶ絶好の機会を提供した。 

 
４．研究成果 

 
上記の黒田村での試行に加え、平成 20 年

度より赴任した茨城県の常磐大学で、県北の
過疎化問題に積極的に取り組む常陸太田市
の市役所と青年会議所が企画する各種事業
に参加した。 

その結果、4 種のお窯を活用した大学と地
域の連携による地域再生プログラムを得た。
その内容（記号を一部変更）は、以下の通り。
本学と同市の間で今年 5 月 29 日に交わされ
た包括連携協定の調印式上で、これを同市へ
提出。現在、同市役所内の市民協働推進課を
地域との連絡窓口とし、実施に備えている。 

その具体的な内容は、以下の通り。 
 
 

「お窯プロジェクト・イン・常陸太田」 
―「火」による里山の「木」・「土」・「水」再
生の取り組み―  

常磐大学健康栄養学科准教授 
           松原 哲哉 
 
【本プロジェクトの背景】 
常磐大学は入学者の 9割以上が茨城県の出

身者で占められ、卒業生の大部分も地元での
就職を希望する典型的な地域密着型の大学
であり、開学以来、地域に対する貢献と実学
を教育の基本理念とし、地域とともに歩んで
きた。 
だが他県の中山間地域と同様、本学が拠点

とする茨城県の北部では、‘70 年代から始ま
る安価な国外産の農作物や木材の大量輸入
によって地元の主幹産業であった農林業が
衰退し、有効な打開策を見出せぬまま深刻な
地域の高齢化や過疎化が進行している。その
結果、管理の行き届かなくなった里山では、
人と自然が協調し、営々と築き上げてきた
「命」の連鎖が着実に崩壊し、荒廃の兆しが
はっきりと認められるようになってきてい
る。これまで慈しみ、保持されてきた山林・
田畑・河川が放棄されて荒び、美しい景観が
様変わりし、さらには後継者の不足によって、
地域で長年にわたって培われてきた自然と
の共生の知恵や技、独自の有形・無形の文化
的伝統も、今や存亡の岐路に立たされている
のだ。 
この窮状を打破するには、企業誘致はもと

より、各地で流行のグリーンツーリズムに代
表される地域の自然資源や農業資源の観光
化といった、外部からの資金や活力の導入に
依存する外発的な対策に留まらず、地域自身
の持続的かつ内発的な活動が是非とも必要
となってくる。 
その際、とりわけ重要となるのが、地域に

根差した教育機関の果たすべき役割であろ
う。地域と誰よりも深く関わり、地域を最も
良く知る人々と協働しその特性や価値を再
発見し、地域の日々の生活で活かすことので
きるシステムを開発していくこと、さらには
その実践なかで地域の次代の担い手を育成
していくことが、教育機関の大きな使命とし
て強く求められているのだ。 
このような要請に応えるため、本学では従

来の学科に加え、地域政策学科やヒューマ
ン・サービス学科、コミュニケーション学科
といった地域の活性化や人的交流、情報発信
を専攻研究テーマとする学科を設置し、さら
に昨年度より地域の「食」指導を担う人材の
育成を目指す健康栄養学科と、大学の地域で
の活動を支える窓口としての地域連携セン
ターを開設することにより、その体制強化に
積極的に取り組んできた。 
今回、常陸太田市との間で交わされる包括



連携協定についても、本学学長の髙木勇夫や
総合講座教授の横須賀徹が、かねてより連携
構想を抱きその基盤を固めてきたが、昨年 6
月より健康栄養学科所属の松原哲哉、小関一
也が同市の青年会議所や市役所の企画する
各種事業に参加した他、9 月には同学科長の
千葉茂が「市民フォーラム」で、11 月には地
域政策学科長の林寛一が「まちづくり協働フ
ォーラム」でそれぞれ基調講演をおこない、
同市と大学の交流は一層の活況を呈し、それ
がこのような形で結実したといえる。 

【本プログラムの内容と意義】 
これを機に、「お窯プロジェクト・イン・常
陸太田」を連携の基幹事業のひとつとするこ
とを提言したい。この計画は、「火」の始原
的な力によって、人々に集いの場を提供し、
必要な物を生み出し、資源を循環的に活かす
ことができる４種類のお窯、 
・調理用の石窯（各種のパン焼きや各種肉の
ロースト） 
・炭焼き窯（木炭、竹炭の制作） 
・登り窯（食器や祭器、陶板の制作） 
・竈（「炊く」・「蒸す」・「煮る」の各種調理） 
を地域再生のシンボルとして復活させ、それ
らを適宜利用しながら里山の 3つの基本要素、
「木」・「土」・「水」の再生プログラムと里山
の「命」の連鎖を考える食育プログラムを実
施していこうとするものである。その際、先
ず常陸太田市の中から地域再生のモデルケ
ースとなる地区を選定し、そこをフィールド
に、本学の教員・学生が、その地域に関わる
各種団体の協力を得て、その地で培われた
様々の貴重な知恵・技を持つ達人たちに学び
ながら、小中高生（基本的にはその地域に在
住する生徒）と共に下記の３つのプログラム
に取り組んでいく予定である。 
 
（１）「木」の再生：里山での生態系の自然
学習とキノコ・山菜採り。これらの実践を通
じて、里山への現状把握と愛着を深める。ま
た、市の産業観光課の企画になる「竹取物語」
と合流しながら、河川敷や山林を我が物顔に
占拠する竹林の間伐と整備の実施。 
①：山の幸の学習と採取。石窯や竃を利用し
た調理。その料理に相応しい食器の制作 
②：森や竹林の整備と散策道の設置（登り窯
による敷石用の陶板制作） 
③：竹材を利用した炭焼き窯による竹炭作り
と竹垣作り。その利用による地域の景観美化。 
（２）「土」の再生：耕作放棄地を利用して
の、県北の特産品である蕎麦・米・小麦など
の農作物の栽培から収穫、調理までを実践体
験する。耕作放棄地の再生を考える NPO 団体
「With You」および、県北各地で実施されて
いる蕎麦打ち体験と合流しながら、 
①：蕎麦の耕作と収穫したそば粉を利用した
蕎麦打ち体験や、この地の産物を組み合わせ

た新製品の開発（例えば、巨峰とその酵母菌
を使った石窯焼き特製巨峰パン） 
②：収穫祭の実施。地域共同体の精神的な拠
り所となっている社寺の縁起に関する学習
と神域の清掃。収穫した蕎麦・米・小麦の奉
納。奉納用の祭器の制作 
③：竹炭や枯葉を利用した土作り。 
（３）「水」の再生：常陸太田の里山の各所
には大小様々な滝が存在し、川の水源になる
とともに、水のある豊かな自然風景を形作っ
ている。しかしこれらの滝が、倒木や土砂に
よる水のせき止め、滝壺周辺の樹木の繁茂に
よる苔の枯死によって本来の姿を失いつつ
ある。 
①：滝付近の整備と清掃、および竹炭による
水の浄化。 
②：滝の景観を愛でながら、滝の水と県北地
域のお茶を使った茶会の開催。茶器の制作。 
③：水源から下流までを歩く徒歩会の開催と
各地点での水質と生態の調査。 
  
以上３つのプログラムのうち、本学からは、

「食育」関連プログラムについては健康栄養
学科と地域政策学科が、「景観再生」関連プ
ログラムについては地域政策学科とヒュー
マンサービス学科が、「お窯ネットワーク」
の構築、各段階における情報発信やドキュメ
ンタリー制作についてはコミュニケーショ
ン学科が、それぞれ活動の中心として当たる
ことになっている。 
 
茨城県出身者が圧倒的な多数を占める本

学の学生達と常陸太田に在住する小中高生
が共に、地域に在住する達人を教授者とする
里山の 3つの「再生」プログラムを体験して
いくことにより、地域の自然・食・文化の特
性を体験・理解することを第一目標とする。
次にその実践の中から、現状が抱える問題点
を発見し、その解決策を地域の人々と共に考
え、その成果を全国に発信できる能力を培う
ことを第二目標とする。そして将来的に、地
域を担う知恵と指導力を持つ人材を育成す
ることを最終目標としている。 
 
この現地実践型の「お窯プロジェクト」と

併せて、常陸太田市と常磐大学の共同主催に
なる公開シンポジュームの開催と「お窯ネッ
トワーク」の構築を提案する。より具体的に
は、 
（１）常陸太田の各地域の現状と問題点を明
らかにし、大学と地域の連携の可能性を具体
的に探っていくため、常陸太田市民と常磐大
学の希望者が参加できる公開シンポジュー
ムを常陸太田市で開催する。 
（２）常陸太田の各所に点在するお窯の所有
者や管理者、それに｢お窯プロジェクト｣遂行
に協力可能な地域の達人の人材登録と相互



の情報交換、それにお窯の相互利用を目指す
「お窯ネットワーク」の構築。その拠点を常
磐大学と常陸太田市役所の 2 か所に設ける。 
 
尚、お窯の利用や制作については、当面のと
ころ、お窯を既に備えている「里見ふれあい
館」と「自然休養村」を拠点として利用する
予定。お窯の追加制作に必要な資金について
は、現在、三菱財団の研究助成に応募申請中
である。 
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